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１ 件 名 

「アグリアート・フェスティバル 2016 ～自然との対話～」の開催について 
――トークショー × コンサート × 農ガールコレクション(農作業着ファッションショー)―― 

 
２  趣 旨 

  近年、農業の分野では山ガールならぬ「農ガール」といった言葉が生まれるなど、若者世代を中

心にライフスタイルとしての農業が注目を浴びています。 

本学企画デザイン研究室は、若者に地域に対する関心を持ってもらい、農業の楽しさを知っても

らうため、自らブランド米を開発されている安倍昭恵内閣総理大臣夫人とともに、農業者のワーキ

ングスタイルに応えるようなファッションの研究開発に取り組んできました。 

今回は「自然との対話」をテーマに、前半は農業の未来や地域創生の可能性についてトーク

ショーを、後半は農ガールコレクションを開催します。 
 
３ 日時・場所等  

(1)日 時 

平成 28年 10月 23日（日） 14：00開場／15:00開演（ロビー展示：13：00～） 

 (2)会 場 

ルネッサながと（長門市仙崎 818-1／TEL：0837-26-6001） 

(3)内 容 

■トークショー 

パネラー：安倍 昭恵（内閣総理大臣安倍晋三夫人） 

井上 かみ（百姓庵女将、最先端田舎暮らし発信人） 

谷尻 誠（建築家、SUPPOSE DESIGN OFFICE Co.,Ltd.代表取締役） 

モデレーター：水谷 由美子（山口県立大学国際文化学部長・教授） 

■舞と筝の競演 

舞：藤間 信乃輔（紫派藤間流師範）× 筝：中井 智弥（二十五絃筝・筝・三絃演奏家、作曲家） 

■農ガールコレクション 

山口県立大学企画デザイン研究室×SGFWS(スーパーグローバル・ファッション・ワークショップ)2016 

ラップランド大学（フィンランド）・LISAA※（フランス）・青島大学（中国）・慶南大学校（韓国） 

※LISAA…L'Institut Supérieur des Arts Appliqués（フランスのデザイン学校） 
 

４ その他 
  入場無料・事前申込制   ※ 実行委員会事務局宛てメールにて申込みをお願いします。 

 

５ 申込み・問合せ先 
  アグリアート・フェスティバル 2016実行委員会事務局（山口県立大学内） 

T E L：083-928-3423（月～金：8:40-17:10） 

メール：agrf2016@gmail.com 

   担 当：水谷 由美子 



事前申し込み制

農ガールコレクション
　山口県立大学企画デザイン研究室 × SGFWS2016
　ラップランド大学 LISAA 青島大学 慶南大学校
　出演者 はるな愛 他 

ロビー展示
　13:00～　作品展示 モンペッコ販売 他

トークショー
　パネラー：
　安倍 昭恵(内閣総理大臣安倍晋三夫人)　
　井上 かみ(百姓庵女将、最先端田舎暮らし発信人)
　谷尻 誠  (建築家、SUPPOSE DESIGN OFFICE Co.,Ltd.代表取締役)
  モデレーター：
　水谷 由美子(山口県立大学国際文化学部長・教授)

舞と箏の競演
　舞 : 藤間 信乃輔(紫派藤間流師範)
　箏 : 中井 智弥(二十五絃箏・箏・三絃演奏家、作曲家)

企画運営　安倍 昭恵×荒川 祐二×水谷 由美子
　　　　　山口県立大学企画デザイン研究室
主　　催　アグリアート・フェスティバル2016実行委員会
共　　催　長門市
協　　賛　東芝国際交流財団 やまぐち国際・地域文化フォーラム実行委員会
協　　力　山口県立大学 宇津賀地区まちづくり協議会 山口市 
          ラップランド大学 LISAA 青島大学 慶南大学校
          ジャポニスム振興会 仙台市 ㈱よしもとクリエティブ・エージェンシー 他

《お問い合わせ先》
アグリアート・フェスティバル2016実行委員会事務局
〒753-8502 山口県山口市桜畠3-2-1 
            山口県立大学国際文化学部事務室(担当：水谷)
TEL：083-928-3423 E-mail: myumiko@yamaguchi-pu.ac.jp

入場無料

10月23日(日)　
ルネッサながと場所

日時14:00 開場  15:00 開演
2016年



　2011年の東日本大震災をきっかけに、人と人との絆や自給自足の生活への関心が高まり、農業への新たな志向が生まれ
ています。安倍昭恵内閣総理大臣夫人もこの頃、有機農業によるお米作りを始めました。その時、昭恵夫人から山口県立
大学企画デザイン研究室の水谷由美子教授に、若者が農業に興味を持つような農作業着の開発をしないかというお誘いが
ありました。そして、2013年、農業振興や地域創生を目指し「農業スタイルコレクション」を長門市で開催しました。
　2014年には「アグリアート・フェスティバル」と改名し、今回で4回目を迎えます。毎回、全国あるいは世界で活躍するモ
デルやタレント、アーティストの皆様に当イベントの趣旨に賛同して頂き、パフォーマーとして駆けつけてきて頂いています。
　私達は、東日本大震災や熊本地震の経験から、自然の脅威を身近に感じています。一方で、農業を通して自然から多く
の恵みを得ています。今回は「自然との対話」をテーマに、前半では農業の未来や地域創生の可能性についてトークショ
ーを、後半に農ガールコレクションを開催します。皆様お誘い合わせの上、ご来場くださいませ。

　今年は、ヨーロッパから「ラップランド大学UOL」（フィンランド）、「LISAA」(フランス）、そしてアジアから「青島大学」
（中国）、「慶南大学校」（韓国）のそれぞれ教授1名、学生2名を山口県立大学に招待しています。10月17日～21日の間、
山口市を舞台として「自然に育まれる人間とその生活」をテーマにしたワークショップを開催します。
　5カ国の若者が言葉や文化の壁を越えて、日本の自然や生活文化を理解し、多様な文化背景の若者の共創によって、新た
な服飾デザインを開拓できるようにチャレンジします。

スーパーグローバル・ファッション・ワークショップ(SGFWS)2016
5カ国の若者の共創「自然に育まれる人間とその生活」について

アグリアート・フェスティバル(AAF)2016　～ 自然との対話 ～

graphic design by K.Shiori & M.Riho

■ ルネッサながとへのアクセス

山口宇部空港より車で約1時間10分
山口市内より車で約1時間
美祢 ICより車で約30分
JR長門市駅より徒歩15分

■ モンペッコ共同開発

〈AAF名誉理事長、内閣総理大臣安倍晋三夫人〉安 倍  昭 恵
1962年東京生まれ。1987年第97代内閣総理大臣・
安倍晋三氏と結婚。2012年神田にこだわりの食
材を利用した居酒屋「UZU」を開店。その他、ミ
ャンマーの寺子屋支援、コメ作り、女性のため
のUZUの学校など教育や食の振興に力を入れて
いる。

はるな愛 〈タレント、歌手、実業家〉

松浦亜弥の口パクモノマネ（エアあやや）で大ブレイク
し、2010年には『24時間テレビ』で初のニューハーフの
マラソンランナーとして完走。ニューハーフの世界一を決
める大会『ミス・インターナショナル・クイーン2009』で
優勝した経歴も持つ。また、ＡＮＧＥＬ．ＬＯＶＥ株式会
社代表取締役として2012年10月現在、鉄板焼屋など飲食
店4店舗を経営。現在、数多くのテレビ番組に出演中。

水谷 由美子 〈AAF実行委員会委員長、山口県立大学企画デザイン研究室〉

山口の地域資源を活かし、服飾デザインを通し
て、地域のブランディングや商品開発について
産学公連携による研究創作やラップランド大学
との共同研究を行っている。
また、サービスデザインの手法を取り入れた、
サステイナブルなデザインアプローチを行う。

■ チケット申込方法（9/10～受付開始）

以下の場所にてチケット配布を行います。
直接お越し頂き、発券手続きを行ってください。

・ルネッサながと,長門市内全公民館（長門市）

・UZUハウス（下関市）

・ナルナセバ（山口市）土•日AM10:00～PM5:00

遠方の方やご都合が合わない方は agrf2016@gmail.com へ
件名「アグリアートチケット申し込み」と記載しメールをお送りく

ださい。申し込み手続きのご案内をいたします。

（本文にURLがあるメールの受信拒否などの制限をかけている方は、

こちらからのメールを受信出来ない場合がございます。また、上記

アドレスから送信されるメールを受信できるよう、あらかじめ設定

をお願いします。)

なお、座席指定はできませんのでご了承ください。

2016年4月から“農業で住みます芸人”として仙台市に在住。
農業で住みます芸人とは、若手芸人が１年間農家に住み込
み、農業活動・地域活動を通じ「農業の魅力とは？」「こ
の地域の魅力とは？」をテーマに「ありのままの農家や地
域の姿」を発信、同時に「若い人たちに、これからの農業
のスタイル」を提案する企画。

キングビスケット〈2016年度総務省「地域おこし協力隊」の仙台市「農業協力隊員」
兼 芸人（よしもとクリエティブ・エージェンシー所属）〉

■ 企画デザイン研究室 plus

小田玲子•甲斐少夜子•原田章子•荒木麻耶(大学院国際文化学研究科)

加藤史織•白井香澄•手嶋優衣•河村早紀•下川まつゑ
野坂光里•宮坂莉穂(国際文化学部文化創造学科)

渡辺詩織(国際文化学部国際文化学科)

■ 出演者

石川県金沢市在住。8歳より藤間勘紫乃師に日本舞
踊を学び、1994年家元より藤間信乃輔の名を拝命、
1997年師範となる。現在は日本舞踊の公演を中心
に、様々なジャンルとのコラボレーションを意欲
的に取り組み、東京歌舞伎座、伊勢神宮、パリな
ど、国内外で活躍中。京都造形芸術大学講師や映
画俳優もつとめるなど近年活動の場を広げている。

藤間 信乃輔 〈紫派藤間流師範〉

仙崎

ルネッサながと

長門市

県立水産高校

長門市立図書館

長門警察署

ショッピングセンター

ホテル

書店

 至仙崎・青海島
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